
３ 広報まえばし

「
な
る
ほ
ど
！
エ
ネ
ル
ギ
ー
館
」

を
開
催
。
模
型
や
実
験
を
通
し
、
科

学
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
楽
し
く
学
ぶ
体

験
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
主
な
コ
ー

ナ
ー
は
次
の
と
お
り
。

日
時
＝
11
月
７
日
�
〜
９
日
�
、
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
グ
リ

ー
ン
ド
ー
ム
前
橋

□
科
学
の
不
思
議
コ
ー
ナ
ー

理
科
の
実
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
ミ
ク
ロ
の
世
界
を
見
よ
う

目
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
ミ

ク
ロ
の
世
界
を
テ
レ
ビ
画
面
に
映
し

出
し
ま
す
。

�
対
決
ト
ル
ネ
ー
ド

ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
水
槽
に
渦
を

発
生
さ
せ
、
そ
の
渦
で
水
に
浮
か
ぶ

ボ
ー
ル
を
取
り
合
う
ゲ
ー
ム
。

□
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
遊
ぼ
う
コ
ー
ナ
ー

発
電
の
原
理
、
映
像
や
体
験
型
展

示
物
な
ど
。

�
ト
ロ
ッ
コ
発
電

二
人
一
組
で
ト
ロ
ッ
コ
の
レ
バ
ー

を
上
下
さ
せ
、
電
気
作
り
を
体
験
。

�
立
体
映
像
シ
ア
タ
ー

特
殊
眼
鏡
を
掛
け
る
と
立
体
的
に

見
え
る
３
Ｄ
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

□
わ
く
わ
く
体
験
コ
ー
ナ
ー

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
の
科
学
的
プ

レ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

�
お
し
ゃ
べ
り
ロ
ボ
ッ
ト

動
く
ロ
ボ
ッ
ト
と
話
せ
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
環
境
課
�
８
９

０
―
６
２
９
２
へ
。

古
牧
温
泉
渋
沢
公
園
の
散
策
や
晩

秋
の
奥
入
瀬
渓
流
の
自
然
に
触
れ
る

旅
「
前
橋
市
民
号
〜
晩
秋
の
奥
入
瀬

渓
流
と
古
牧
温
泉
の
旅
」
を
実
施
し

ま
す
。
出
発
は
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
か
ら
。

東
北
新
幹
線
「
は
や
て
」
で
行
き
ま

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

期
日
＝
11
月
24
日
�
〜
25
日
�
（
一

泊
二
日
）

コ
ー
ス
＝
古
牧
温
泉
、

お
い
ら
せ
渓
流
観
光
セ
ン
タ
ー
、
休

屋
、
奥
入
瀬
ろ
ま
ん
パ
ー
ク
、
八
食

セ
ン
タ
ー
な
ど
　
対
象
＝
一
般
、
先

着
九
十
人
　
参
加
費
＝
三
万
六
千
円

申
し
込
み
＝
参
加
費
を
添
え
て
び
ゅ

う
プ
ラ
ザ
前
橋
（
Ｊ
Ｒ
前
橋
駅
構
内

�
２
２
４
―
２
２
６
０
）
へ
直
接

○
…
問
い
合
わ
せ
は
市
観
光
協
会（
商

業
観
光
課
内
）
�
８
９
０
―
６
６
０

６
へ
。

□
四
元
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ル

昭
和
三
十
四
年
、
大
阪
府
生
ま
れ
。

上
智
大
文
学
部
英
文
学
科
卒
業
。
そ

の
後
、
製
薬
会
社
の
駐
在
員
と
し
て

米
国
に
赴
任
。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

大
学
院
に
留
学
し
、
経
営
学
修
士
号

取
得
。
平
成
三
年
、
詩
集
『
笑
う
バ

グ
』（
花
神
社
）
を
出
版
。
ビ
ジ
ネ
ス

の
世
界
を
テ
ー
マ
に
し
、
話
題
を
集

め
ま
し
た
。
同
六
年
、
ド
イ
ツ
へ
転

居
。
昨
年
、
詩
集
『
世
界
中
年
会
議
』

（
思
潮
社
）
刊
行
。
第
五
回
駿
河
梅
花

文
学
大
賞
と
第
三
回
山
本
健
吉
文
学

賞
を
受
賞
。
今
年
『
噤
み
の
午
後
』

を
出
版
。
現
在
は
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
郊
外
に
在
住
。

□
受
賞
の
言
葉

「
こ
の
た
び
は
、
詩
集
『
噤
み
の

午
後
』
を
萩
原
朔
太
郎
賞
に
選
ん
で

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
日
本
を
離
れ
た
歳
月
が

長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
自
分
が
根
な

し
草
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
受
賞
作
を
書
い
て
い
る

間
、
わ
た
し
は
一
人
で
異
国
の
街
角

を
ほ
っ
つ
き
歩
い
て
い
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
時
の
心
境
は
漂
泊
と
郷
愁

を
歌
っ
た
萩
原
朔
太
郎
の
、
そ
れ
も

後
期
の
散
文
詩
に
近
い
も
の
だ
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
詩
集
を
作

り
な
が
ら
、
詩
の
世
界
こ
そ
が
、
自

分
の
故
郷
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

第
十
一
回
萩
原
朔
太
郎
賞
の
贈
呈

式
と
受
賞
者
の
記
念
講
演
が
、
前
橋

文
学
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

日
時
＝
10
月
26
日
�
午
後
１
時
30
分

会
場
＝
前
橋
文
学
館
　
内
容
＝
選
考

過
程
の
説
明
や
賞
の
贈
呈
、
四
元
康

祐
さ
ん
の
記
念
講
演
　
対
象
＝
一
般
、

先
着
百
三
十
人
　
申
し
込
み
＝
10
月

25
日
�
ま
で
に
同
館
�
２
３
５
―
８

０
１
１
へ

初
市
ま
つ
り
に
次
ぐ
歴
史
を
持
つ

「
大
酉と
り

祭
」
が
十
一
月
八
日
に
熊
野

神
社
で
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
福
引

抽
選
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。ま
た
、

熊
手
や
縁
起
物
な
ど
を
売
る
露
店
が

た
く
さ
ん
並
び
、
多
く
の
参
拝
客
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

日
時
＝
11
月
８
日
�
午
前
11
時
〜
午

後
９
時
　
会
場
＝
熊
野
神
社
（
千
代

田
町
三
丁
目
）

内
容
＝
前
橋
広
域

圏
物
産
展
示
特
売
、
福
引
抽
選
会
、

華
龍
太
鼓
の
演
奏
、
酉
の
市
、
熊
手

市
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

○
…
問
い
合
わ
せ
は
商
業
観
光
課
�

８
９
０
―
６
６
０
６
へ
。

瞼
の
裏
に
木
洩
れ
日
を
ち
ら
ち
ら
と
瞬
か
せ
て
い
た
の
で

は
っ
き
り
と
そ
れ
が
見
え
た
の
だ

Itw
as
bliss,justbliss.

日
本
語
で
な
ら
な
ん
と
言
え
ば
い
い
の
か

極
楽
に
つ
い
て
語
る
の
は
野
暮

黙
っ
て
微
笑
ん
で
だ
け
い
る
の
が
粋
な
の
か

気
の
利
い
た
俳
句
で
も
捻
っ
て

夕
空
が
一
瞬
夜
明
け
の
よ
う
に
白
み

そ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
透
き
通
っ
て
い
っ
た

空
っ
ぽ
の
胃
袋
を
抱
え
た
垢
と
虱
だ
ら
け
の
ラ
ン
ボ
ー
が

真
っ
暗
な
野
原
を
横
切
っ
て
ゆ
く

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
目
を
閉
じ
る
と
、
そ
こ
に

光
が
　
れ
た

（
詩
集
『
噤
み
の
午
後
』
よ
り
）

�
ロ
ボ
ッ
ト
と
お
話
し

受
賞
者
の
紹
介
と

喜
び
の
言
葉

エ
ネ
ル
ギ
ー
考
え
る

体
験
型
の
イ
ベ
ン
ト

「
は
や
て
」
で
行
く

古
牧
温
泉
へ
の
旅

福
引
や
熊
手
市

11
月
８
日
に
大
酉
祭

26
日
に
式
典
・

記
念
講
演
な
ど


